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～講評～ 

大問１ 神経生理の問題。カエルの坐骨神経が神経繊維の束であることに気が付かないと戸惑うかもしれないが、

文中や選択肢から神経繊維の束であることに気が付けば正解にたどり着けるはずである。 

大問２ DNA の複製の問題。複数の DNA ポリメラーゼという表現にとまどった受験生も多いかと思うが、リード

文の説明を正確に理解できれば、時間はかかるが正解できる。 

大問３ 植物ホルモン・花芽形成の問題。医学部受験生が手薄になりがちな植物の環境応答の分野である。図やグ

フラフは見覚えがあると思うが、正確な知識が無ければ点が取れないように工夫されているので、気を付け

て取り組みたい。 

大問４ 小問集合。問題構成上は最後の大問になっているが、是非この問題から取り組み、確実に得点したい。試験

直前に勉強していた内容が出ていた受験生もいただろう。 

 

大問１・２にはかなり時間がかかったと思われる。いつも通り大問１から順に解き始めた受験生は、試験時間の

多くを費やしてしまい、後半の大問３・４に時間が割けなかったと思われる。スピード勝負の埼玉医科大学では、ま

ず試験問題を見渡し、取れる問題からとるのが最善である。その点では、大問３・４から解答し、大問１・２を後回

しにした受験生は落ち着いてとるべき問題が取れたと思う。 

全体としては、典型的な問題集を数多く解き、正確な知識を持った受験生が点を取れるような問題構成になって

おり、合格ラインは 70％前後になるだろう。 

 


